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〈レポート〉農林水産業

集落を例に説明する（第１図）。
（1）問題の存在のディスカウント

集落の問題（少子高齢化の進行や活力の低下
など）に気づいていないか、気づかないように
している状態で、問題そのものをディスカウ
ントしているレベル。
（2）問題の重要性のディスカウント

集落の問題の存在は認めても、内包している
問題の重要性をディスカウントしているレベル。
（3）変化の可能性のディスカウント

集落の問題とその重要性を認めても、問題
を何らかの方法で解決できるという可能性を
ディスカウントしているレベル。
（4）変わるための個人の能力のディスカウント

問題を解決するための、自分自身や集落内
の人々の能力をディスカウントしているレベ
ル。このレベルのときは、「できない」のでは
なく、「しない」だけというケースも混合して
おり、「できない」と「しない」を厳密に区別
することが重要である。
これら４つのディスカウントのレベルにお

いて、最も問題解決に遠いのは（1）で
あり、（1）から（4）に段階的に進んでい
くにつれて、問題が解決に向かっている
といえる。しかし、（4）にとどまってしま
い、問題解決への変化に至らないとき
は、徐々に（4）から（1）に後退する可能性
がある。それによって、関与している
人々は、問題やその解決について「言う
まい」、そして「思うまい」「感じまい」
と変化していき、（1）に落ち着いてし
まうリスクがあることに留意する必要

集落や集落組織のヒアリング調査を通じて、
組織集団が環境などに合わせて自ら変化する
ことの難しさを感じる。組織目的のある企業
ですら変革は課題となっており、集落はなお
さらである。今後も新たな農村政策として「農
山漁村発イノベーション」「農村地域づくり事
業体（農村RMO）」などの変化を求める推進が
行われていくが、容易には進まないであろう。
筆者は集落などの変化を妨げている初期の要
因として、「ディスカウント」が大きいと考え
ており、本稿ではそれを取り上げる。

1　ディスカウントとは
ここでのディスカウントとは、心理療法の

一種である交流分析の用語である。いわゆる
「商品の値引き」ではなく、「人間の存在を低
くみたり、無視したりするあらゆる言動

（注）
」を

意味する。ディスカウントには、「存在」「重
要性」「可能性」「個人の能力」の４つのレベ
ルがある。困難を抱える状況一般にも適用可
能と思われるので、これを問題を抱えている
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第1図　ディスカウントの 4つのレベルと対応案

対応案：
立上げ・活動支援

対応案：他地域の成功事例の紹介

④変わるための個人の
　能力のディスカウント
例：「地域住民でRMO等をつくればいいと思うけれども、できない」

問題解決
への変化

③変化の可能性の
　ディスカウント
例：「人口が減って地域活動の維持が大変なのはわかるが、打ち手がない」

対応案：将来の課題・予測の明示②問題の重要性の
　ディスカウント
例：「集落の人が減っているのはわかっているが、大したことではない」

対応案：会合・地域内WS①問題の存在の 
　ディスカウント
例： 「集落の少子高齢化の進行」「地域活力の低下」
 「祭りなどの地域行事の休廃止」等の問題の非認識・否認
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がある。

2　 ディスカウントによって発生する
受動的行動
前述したディスカウントの状態にあること

に、自他ともに気づくことは容易ではない。
自分であれば意識を向けることで気づくこと
もできるが、他者がディスカウントしている
かどうかを他者が直接観察することは不可能
である。そこで、交流分析では基本的な了解
事項である自他のディスカウントに気づくた
めの特徴的な４つの受動的行動を紹介する。
（1）何もしない

自他ともにディスカウントし、何も変わら
ないというあきらめ感のなかにあり、問題解
決のための行動にエネルギーを使うのではな
く、行動をストップするためにエネルギーを
使っている状態である。
（2）過剰適応

自分の能力をディスカウントし、自分のや
りたいことではなく、他者の言うことに従い、
他者を喜ばせようとする行動である。したが
って、主体性をもった行動を期待することは
できない。
（3）目的のない行動

問題のなかにいるという居心地の悪さを和
らげるために、いらいらしたり、そわそわし
たりするなどの意味のない行動である。
（4）無能または暴力

無能は、無能である振舞いやアルコールの
乱用、心身の病気の発生などである。行動する
エネルギーが内部に向けられたものが無能で、
外部に向けられたものが暴力である。自分の
問題を周囲が解決してくれることを期待して、
このような行動をすると理解されている。

3　ディスカウントへの対応
自他の存在や価値、能力を信じ、認めるこ

とによってディスカウントに陥ること自体は
減少する。また、ディスカウントやそれによ
る受動的行動の存在を意識し、感知すること
によって、ディスカウントを防いだり脱却し
たりすることができる。
集落の問題解決にあたっては、ディスカウ

ントのレベルごとに次のような対応案が考え
られる。①「問題の存在」のレベルにあると
きは、問題自体の気づきを促すために、集落
内での会合やワークショップ（WS）開催を、②
「重要性」では、問題の重要性を認識できてい
ないので、会合などで将来の課題・予測を明
示することが効果的であろう。次に、③「可
能性」では、問題解決の選択肢が不足してい
るので、他地域の成功事例の紹介を、④「個
人の能力」では、自分や集落内の人々で実現
できるかどうか不安な状態にあることから、
行政などによる地域組織の立上げや活動支援
が有効であろう。
以上のように対処しても、集落内のすべての

人々のレベルを引き上げていくのは困難であ
り、時間がかかる。まずはコア集団が問題解
決への変化を起こすことが重要である。その
ために、現時点においてコア集団の人々がと
どまっているディスカウントのレベルを正確
に認識し、問題をクリアしていくために、適切
な対応をしていくことがコア集団のリーダー
には求められる。集落をはじめとした組織集
団の変化において、リーダーの役割は大きい。
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入門』チーム医療より引用。
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